
力を明確にすること」や、「各教科等の内容の取扱いを
整理し分かりやすく示すことが必要」との声があった。

ヒアリングは、10 月 6 日、17 日、31 日、11 月 4
日の計 4 回にわたり、各種校長会や教頭会、学校種団
体、教職員組合、教育長会、経済団体など 50 団体か
ら意見聴取を行った。

さらに、9 月 9 日から 10 月 7 日までに広く意見募
集を行い、個人 1,587 人、162 団体からも意見が寄せ
られた。

改訂の方向性については、教育内容の削減を行わな
いことについて、「消化不良にならないための具体策
や実践例などの提供」「業務の効率化や教職員定数の
拡充」を求める声が聞かれた。

部活動については、「休養日や活動時間の在り方への
適切な配慮」「顧問を教員に強制しない」などがあった。
　学習指導については、「主体的・対話的で深い学び
を実現するためには、研修や教材研究などに教員が時
間をかけられるよう業務を適正化」「カリキュラム・
マネジメントが学校の特色を無視した管理強化になら
ないように」との意見があった。
　プログラミング教育については、「10 年以上先にど
のような技術が通用するのか考えることが必要」「イ
メージが共有されにくい。各教科との関連性など具体
的に示す必要がある」という意見が見られた。
　その他、海洋教育や主権者教育としての憲法教育の
必要性、LGBT（性的多様性）への配慮など様々な意
見が寄せられた。
　これらを踏まえ、文部科学省では、答申等の精査を
進めるとともに、必要な環境整備のための予算措置を
検討していく意向。答申は 12 月中旬を予定。

授業づくりや部活動など
指導のための環境整備求める
「審議のまとめ」のヒアリング結果を公表

　11 月 14 日、中央教育審議会の教育課程企画特別部
会では、「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審
議のまとめ」（8 月 26 日）に対するヒアリング結果を
検討した。
　主なヒアリング結果として、学習指導については、

「アクティブ・ラーニング等の用語について具体的に
イメージできるような分かりやすい説明が必要」「パ
ソコンや無線 LAN 等整備のための財政措置が必要」

「外国語教育への課題として専科教員や ALT 等の人的
配置、授業時数の確保方策などの検討が必要」などと
いった、学校現場に分かりやすい説明や次期学習指導
要領実施に向けた環境整備を求める声が多かった。

また、部活動については、教員の負担軽減の観点か
ら指導体制の見直しや教育課程との関連付けを検討す
ることなどが要望された。

幼児教育については、「幼児期の終わりまでに育っ
てほしい姿」に関し、「資質・能力と関連させた示し
方を工夫すること」や、「それらが達成度を評価する
方向に行かないように」との意見があった。

特別支援教育については、「各教科等において、知的
障害者である児童生徒に対して育成を目指す資質・能
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■　特　集—「社会に開かれた教育課程」を考える
●解説　○「社会に開かれた教育課程」の意義と条件（吉冨芳正）／○地域とかかわり学びの場を広げる教育課程の（明
石要一）／○「社会に開かれた教育課程」における学習活動（村川雅弘）／○「社会に開かれた教育課程」が求
める人間像とは（無藤　隆）／○学校における「社会に開かれた教育課程」の開発課題（小島　宏）／○カリキュ
ラム論からみる「社会に開かれた教育課程」（安彦忠彦）　●事例　○十河の香りを育み、未来を拓き社会に出る教
育〜６つの資質・能力 ｢５領域カリキュラム｣ の学習を ｢問題解決的実践学習｣ で深める（高松市立十河小学校）／○地域・
社会との協働を目指した学校経営〜「玉中総合教育会議」を通じて（熊本県玉名市立玉名中学校）／○「社会に開
かれた教育課程」の実現に通じるカリキュラム〜 20 年の歳月を経た教科「未来総合科」の成果（鎌田明美）／○子ど
もの姿で教育復興を目指す「ふるさと創造学」（福島県富岡町立富岡第一小学校・富岡第二小学校）
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●「深い学び」を考える ●新学習指導要領の改訂ポイント ●総則から

みるこれからの学校づくり・授業づくり ●三つの資質・能力から考える

これからの学校経営 ●次世代を育てる学校・教師 ●新たな授業プロセ

スの開発と教材研究 ●新教育課程における保幼小連携 ●地域と創る

教育課程 ●個に応じた指導と支援 ●完全実施に向けた論点整理と学

校の対応課題  など 
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